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参考様式（景観法第16条第5項関係）
　　番　　　号

年　　月　　日
米沢市長　あて
届出者　住　所（主たる事務所の所在地）

氏　名（名所及び代表者の氏名）　　　　　　　
電話番号

景観計画区域内における行為の(変更)通知書
景観法第１６条第５項の規定により、次のとおり通知します。

	行為の名称
（行為の場所）
	

	行為を行う場所の

区域・地区
	

	行為の種類
	

	施工期間
	着手予定日　令和　　年　　月　　日

完了予定日　令和　　年　　月　　日

	景観検討手法
	

	通知内容に係る照会先
	住所

氏名（名所及び担当者名）

電話番号

	備考
	


[記入上の注意]
1 　「行為の名称」欄は、事業名、事業対象施設名称を記入してください。
2 　「行為を行う場所」欄は、事業を行う場所の住所を記入してください。
3 　「行為を行う場所の区域・地区」欄は、次のうち該当するものを記入してください。

(1)自然景観保全地域　　(2)景観形成地域

(3)景観形成重点地区…(3)-１松が岬公園周辺地区　　(3)-２米沢駅周辺地区

(3)-３上杉家廟所周辺地区　　(3)-４小野川地区
(3)-４小野川地区
4 　「行為の種類」欄は、次のうち該当するものを記入してください。
(1) 「建築等」　建築物の新築、増築、改築、移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更
(2) 「建設等」　工作物の新設、増築、改築、移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更
(3) 「開発行為」　都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為
(4) 「土地の形質の変更」　土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他土地の形質の変更
(5) 「物件の堆積」　屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積

5 　「施工期間」欄は、当該行為の施工期間を記入してください。
6 　「景観検討手法」欄は、次のうち該当するものを記入してください。
(1) 「米沢市景観形成基準」　米沢市景観計画に規定する景観形成基準に基づく検討

(2) 「国交省基本方針」　国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針(案)等による検討
(3) 「山形県景観形成基準」　山形県公共事業景観形成基準等による検討

(4) 「アドバイザー」　学識経験者によるアドバイスを受けた検討

(5) 「インハウス」　インハウスによる検討

(6) 「その他」　上記以外の検討

7 　添付資料

(1) 米沢市景観計画において定める「良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項」への適合状況を記載した「景観形成基準チェックシート」並びに景観法施行規則第１条第２項各号及び米沢市景観条例施行規則第２条第２項各号に掲げる図書等を参考に、施工内容が明確にわかるものを添付して下さい。
(2) 景観検討手法がインハウス及びその他の場合は、その検討内容が分かる資料等を添付してください。
行為の設計又は施行方法

	(1)建築物の建築等及び工作物の建設等

	
	概要
	区分
	届出部分
	既存部分
	合　　計

	
	
	建築物
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	高さ
	ｍ
	ｍ
	m

	
	
	
	構造
	
	
	

	
	
	工作物
	築造面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	高さ
	(　　)m
	(　　)m
	(　　)m

	
	
	
	長さ
	ｍ
	ｍ
	ｍ

	
	
	
	構造
	
	
	

	
	外観の色彩
	区分
	正面
	左側面
	右側面
	背面
	屋根

	
	
	基調色
	
	
	
	
	

	
	
	従属色
	
	
	
	
	

	
	
	強調色
	
	
	
	
	

	
	外観の変更、模様替え及び色彩の変更
	区分
	正面
	左側面
	右側面
	背面
	

	
	
	変更する面の見付面積
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	

	
	
	変更する面積
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	

	
	
	変更面積／見付面積
	
	
	
	
	

	(2)開発行為
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	変更後の土地の形状
	

	
	緑化の方法
	

	(3)土地の形質の変更
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	跡地の形状
	

	
	跡地の緑化の方法
	

	
	遮へいの方法
	

	(4)物件の堆積
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	高さ
	ｍ
	ｍ
	ｍ

	
	種類
	（堆積の方法：　　　　　　　　　）

	
	跡地の緑化の方法
	

	
	遮へいの方法
	

	その他
	参考となる事項（景観形成上配慮した事項等）


[記入上の注意]

8 　「行為の設計又は施行方法」のうち建築面積欄は、小数点以下第３位を切り捨て小数点以下第２位まで、高さ及び長さの欄は、小数点以下第２位を切り捨て小数点以下第１位まで記入して下さい。
9 　建築物と一体となって設置される工作物については、「高さ」欄の（　）内に、地盤面から当該工作物の上端までの高さを記入して下さい。
10 　「外観の色彩」欄は、すべての面について記入して下さい。
11 　　「色彩」欄には、マンセル表色系(JIS Z8721)の色相、明度、彩度並びに各壁面に占める割合を記入して下さい。(例:5R4.0⁄3.0 75.2％)。
　無色彩の場合は、白、グレー、黒の別と明度を記入して下さい。（例：N4.5 80.7％）
　面を持つ工作物は、建築物と同様に、それぞれの面について記入して下さい。面を持たない場合は、全体の色彩について記入して下さい。
12 　「外観の変更、模様替え及び色彩の変更」欄は、変更する全ての面についての見付面積と変更する面積及び変更する面積の割合を記入して下さい。
13 　「その他」欄は、参考となる事項（景観形成上配慮した事項等）について、次の例を参考に記入して下さい。なお、欄内に記入しきれない場合は､別紙に記載し添付して下さい｡
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



例1　周辺の既往の街並みとまとまりのあるものにするため、建物の明度と彩度を低く抑えた。また、工作物は、建物と一体的なデザインとし、煩雑な印象を与えないようにした。


例2　周囲の屋敷林を持つ集居集落との調和を保つため、既存集落と同様に、団地内の各戸に高木を植栽することとした。








